
（特非）　神戸海さくら

須磨の自然と歴史を学び海洋環境を
守り育てる活動

 兵庫県活動地域

ビーチクリーンの
参加者人数 2,963 人 

1年間で回収した
ゴミ袋の量 771 袋

今年度計画の達成度 100 ％

全体計画の達成度 80 ％
活動内容と成果
ビーチクリーンと合わせ、海の幸を満喫したり海に
ついて学んだり、海で遊んだりするイベントを毎月
開催した。7～8月の海水浴場開催期間中は、ビーチ
クリーンと合わせ海岸にクリーンステーションを設
置し、海水浴場来場者にごみのポイ捨て防止のマ
ナーアップを呼び掛けた。また、地元の小中学校、大
学、企業、行政等からの依頼によるビーチクリーンや
環境セミナー等も実施した。今年度はビーチクリー
ン参加者2,963人、イベント総参加者が4,300人を超
え、多くの方に環境問題と海の豊かさについて興味
を持ってもらうことができた。課　題

須磨海岸を綺麗にするこれまでの活動から、自然や歴
史について学び、生物生産性や生物多様性が高い豊か
な海を取り戻し、地域住民と一緒に守り育てていける
活動に取り組む。

目　標
漁師、海岸の生態系を研究する団体と一緒に、海の恵み
を享受したり、海で学んだり遊んだりしながら、海洋環
境保全に取り組む『Suma豊かな海プロジェクト』を実
施する。
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SDGsが注目されるなか、活動の軸である10年間続けてきたビーチクリーンを今後
も継続するとともに、漁業者や研究団体、行政等とパートナーシップを組み、海や
自然の豊さを大切にする活動にもより力を入れていく。

今後の
展望

苦労した点と工夫した点

■苦労した点
初年度からプロジェクトが好評とな
り、参加者数の急増、開催頻度の増
加により、スタッフへの負担が大き
くなることが懸念された。

■工夫した点
参加者巻込み形のイベントの運営、
関係団体の相互協力、少数で対応で
きる効率化を工夫し、これまで同様
のスタッフで対応できた。

実 践

LOVE BLUE助成

2年目


